
国立駅南口駅前デザイン

アイデアコンペ

受賞作品集



みんながのんびりお散歩したくなるまち井上　さやか

国立ストーリー　第一章「ヤマの校門」
笠本　蒼太

鶴薗　敦也／田口　凌介 

花と笑顔のあふれる町大谷　和彦／渡辺　由紀

「谷」変わる国立から、変わらない国立野和田　陽菜

つなぐ藤原　隆洋

くにたちテラス　�駅舎と通りを見渡す広場�
白木　愛子

谷水　まき子／谷水　錬

国立駅南口駅前広場　ゆたりろ小山　浩太郎／清水　太幹

間瀬　英一郎／水木　花
�「備品調達・運搬の問題」を解決し、広場活用の市民参画を促す�

ステージやスクリーンにもなる貸出備品倉庫

受賞者一覧

お名前 作品名

※50音順

みんなで育てよう、駅からはじまる杜づくりWAKUWORKS株式会社

わくわくくにたち放課後活動 あおぞらのみんな

豊かな国立駅舎五十嵐　愛

また来たいな。そんな国立駅猪股　紗英

桜の木大澤　令

いろいろな生き物関根　諒大

春夏秋冬外岡　心寧

みんなの森田中　夢乃

お花が広がる国立駅南口額賀　可玲奈

みんなの笑顔に会える国立駅和田　拓磨

■１８歳以上（大人部門）

※これらの受賞作品のアイデアは、令和5 年度に実施予定の設計事業者選定や今後の設計の際に参考とさせていただきます。
　アイデアがそのまま実現されるものではありません。

■１８歳未満（子ども部門）



豊かな国立駅舎

五十嵐　愛

人々が1人1人楽しめるような豊かな国立駅舎

アイデアのコンセプト

お名前

総評

多世代で交流しながら駅

前空間を楽しめる仕掛け

が考えられている

提案者ご自身の年代だけ

でなく、多世代で交流し

ながら駅前空間を楽しめ

るような仕掛けが考えら

れている良い提案です。



また来たいな。そんな国立駅

猪股　紗英

駅を利用してくれる人や国立に初めて来た人が「国
立っておもしろい」と思ってくれるような駅をイ
メージして考えました

アイデアのコンセプト

お名前

総評

駅前で子どもも大人も楽

しく過ごす様子が伝わる

国立駅前のそれぞれの場

所ごとに丁寧な提案がさ

れていてタイトルもかわ

いく、子どもも大人も駅

前で楽しく過ごす様子が

伝わってきます。



桜の木

大澤　令

自分の中の国立市のイメージを踏まえ、駅前という
ことで電車に乗って国立市にやってきた人、立ち
寄った人たちが感銘を受けるような美しい風景にし
たいと考えました。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

桜だけで国立らしい風景

を表現した力強い提案で

ある

美しい風景を桜だけで表

現することで、国立らし

い駅前の風景を感じさせ

るシンプルで力強い作品

となっています。



いろいろな生き物

関根　諒大

いろいろなきょうりゅうがいてそれをみる。たとえ
ばティラノサウルスやプテラノドンやかっこいい
きょうりゅうもみる。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

特別な使い方をすることで

駅前広場が魅力的になる

恐竜が描かれていて、この

ようなイベントができる

と、特定の日だけでも特別

で多様な使い方ができ駅前

広場が魅力的になると感じ

させます。



みんなの森

田中　夢乃

まいにちとおるみちで、お花やちょうちょやとりに
であえたらうれしいです。えきのまえにも小さな森
があるといいなと思います。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

誰にとっても不便がないデ

ザインが提案されている

誰でもトイレが大きく描か

れていて、誰にとっても不

便がないようなデザインと

なっていることを評価しま

す。



春夏秋冬

外岡　心寧

国立市って、こんな感じだよーって、誰でもわかっ
てもらえるよう、模型をおきました。ミニチュアな
ら、見ててかわいいからです。周りに花をおいたの
は、目の見えない人でも楽しめるようにです。春、夏、
秋、冬、それぞれにあった花。かすかでも匂いはす
ると思い、花を周りに。花には、花言葉があって、
春にはアヤメ。アヤメには、「希望」という花言葉
があって、これからの国立市にぴったりだと思いそ
うしました。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

目の見えない方にも配慮

した四季の花が提案され

ている

四季の花選びに子どもら

しい思い入れを感じ、目

の見えない方にも花の香

りを楽しんでもらおうと

いう内容に惹かれます。



お花が広がる国立駅南口

額賀　可玲奈

国立駅の円形公園は、赤、ピンク、オレンジ、黄色、
白のバラで飾り、池の上には橋をかけて自然を感じ
られるようにしました。赤色のバラは「愛情、美、
情熱」、ピンク色のバラは「しとやか、上品、可愛
い人」、オレンジ色のバラは「絆、信頼、無邪気」、
黄色のバラは「友情、平和、愛の告白」、白色のバ
ラは「純潔、深い尊敬、清純」の意味を持っています。
障がいがある人でも花の香りや色、自然に親しむこ
とができるようにしました。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

円形公園の斬新な花の配置

や誰もが花を楽しめるアイ

デアが提案されている

円形公園の花や橋に自然を

感じさせる斬新なアイデア

や、ソーシャルインクルー

ジョンの視点に立った誰も

が楽しめる提案となってい

ることを評価します。



わくわくくにたち

放課後活動 　　　あおぞらのみんな

国立駅前にどんなものがあったら楽しいだろう？子
どもたちがアイデアを出し、みんなで工作用紙や紙
粘土、レゴブロックを使って実際に作り上げました

アイデアのコンセプト

お名前

総評

見ているだけで制作のプロ

セスの楽しさが伝わる

見ているだけ楽しくなる作

品です。紙や粘土などの

様々な素材や多様な人のア

イデアが制作の過程で入っ

ていることが伝わり、多様

性を認め合うインクルー

ジョンのまち、国立を象徴

していることを感じさせま

す。



みんなの笑顔に会える国立駅

和田　拓磨

緑がたくさん、緑の中で本を読める。子どもからお
年寄りまで一緒に過ごせる駅のブランコから富士山
が見える

アイデアのコンセプト

お名前

総評

楽しさが伝わりワクワクす

る空間を想像できる

ゲームを使って一生懸命に

作っていて、くつろげる場

所や移動図書館などが置か

れ、駅前を楽しめる緑豊か

な空間にしたいという思い

が伝わってきます。



みんながのんびりお散歩したくなるまち

井上　さやか

国立の良さがたくさんちりばめられたまちづくり

アイデアのコンセプト

お名前

総評

ボランティアなど維持管理

の提案がなされている

デザインの提案はありませ

んでしたが、学生や市民の

ボランティアの関わり方な

ど、まちの維持管理という

ソフト面からの提案を評価

します。



花と笑顔のあふれる町

大谷　和彦　　　渡辺　由紀

おかえりなさいツバメさん。春、毎年南の国から海
を渡ってくにたち駅に来るツバメを見るとほっと心
が和みます。そんな小さな生きものが棲める環境は
私たち人間にとっても住みやすい町です。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

ツバメに必要な生態系への

配慮や、賑わいを生む空間

が提案されている

毎年訪れるツバメに必要な

池や緑のある生態系に配慮

し、駅前広場の沿道と一体

となる賑わいを生む滞留空

間が提案されている点を評

価します。また、旧国立駅

舎の雰囲気とあった絵の

タッチも素敵です。



国立ストーリー　第一章「ヤマの校門」

かつてのまちの記憶である生活風景を継承し、まち
を「自然の大公園」としての姿を取り戻すために、
国立駅前広場に「ヤマの校門」として役割を与え直
し、周辺を繋ぎ直しながら学生のいきいきとした生
活風景を広げる

笠本　蒼太　　　鶴薗　敦也　　　田口　凌介　

アイデアのコンセプト

お名前

総評

時間をかけて森を育てるプ

ロセスや空間のあり方が提

案されている

学生とともに時間をかけて

駅前に森を育てるプロセス

や、大学通りとの関係性に

配慮した配置、広場を動と

静に分け、左右の空間が繋

がっている点を評価します



国立駅南口駅前広場　ゆたりろ

小山　浩太郎　　　清水　太幹

アイデアもコンセプトである、『ゆたりろ』は、『ゆったり』と『路（ろ）』を

合わせた造語で、ゆったりと誰もがくつろぐことができる路と広場の駅前空間

の計画を表現しています。計画概要としては、国立駅前の狭小空間の中で、路

の空間を休憩スペースとして最大限に活用し、路の動線を避ける形で賑わいの

ための広場空間をを確保できるように配慮しています。現況調査をしたときに、

国立駅前は着座空間が少なく、旧駅舎以外では落ち着いてくつろぐことができ

ないため、通り過ぎるための空間になっているため、これを変えて誰もが過ご

しやすくくつろぐことができる空間を計画したいと思いました。しかし、国立

駅前は、周辺の敷地に囲まれた狭小空間という環境から大幅な空間構成の変更

は難しいと思った為、既存の路（みち）の空間を最大限に生かし、必要な導線

を避ける形で最大限で多機能な広場の展開ができるように計画を立てることと

しました。その思考を十分に反映した計画であるかと思いますので、ご査収の

ほど、何卒よろしくお願いいたします。

アイデアのコンセプト

お名前

総評
全体的によくまとまって

いて、イベント時の使い

方も考えられている

広場全体で集いのスペー

スを設けロータリー機能

も含めて考えられてお

り、平時は利用せずとも

イベント時に何にでも使

え、全体的に機能的でよ

くまとまっている作品と

なっています。



くにたちテラス　�駅舎と通りを見渡す広場�

円形広場は外から眺めるだけの場所でした。中に池のあ

ることを今まで知らない人も多いです。国立の顔となる

広場のリニューアルにあたり、公園内部を利用できるだ

けでなく、この立地の価値を活かしたらと考えました。

それは、大学通りをはじめ三つの通りと駅舎を見渡すこ

とができるということです。公園から外への視線を広げ

ること、見えてくること、気づくことが増えてくると思

います。公園までの安全なアクセスと公園内部を楽しむ

装置、そして少し高くからの眺望を楽しめるよう考えて

みました。

白木　愛子　　　谷水　まき子　　　谷水　錬

アイデアのコンセプト

お名前

総評

三世代が考えた都市を眺

める場所として円形公園

が提案されている

円形広場から街を眺める

ことができる発想が素晴

らしく、三世代で考えた

作品として国立への愛着

を感じさせます。



「谷」変わる国立から、変わらない国立

野和田　陽菜

国立市の前身である谷保の「谷」を表現しました。
日々の暮らしの中で変わっていくものと、歴史ある
国立で変わらないものを、ロータリーの空間で表現
しました。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

維持管理も想定して、枡

を使った魅力的な滞在空

間を創出している

駅前の歩行者動線を確保

したうえで、「枡」を変

化させながら高低差のあ

る魅力的な滞在空間を創

出し、地元住民の参加に

よる管理も提案している

意欲的な作品となってい

ます。



つなぐ

藤原　隆洋

<中央公園＞駅からは大学通りが、大学通りからは旧国

立駅舎が、視界を遮らずに見られるように。シンプルで

美しい存在、かつ、現在の池の姿を想起させる瞬間をも

たらす仕掛けを施す。祝録や記憶をつなぐ場所とした。

＜東西広場＞東の広場は、クローバーで国立の市章を描

く。誰でも一度は探したことのある幸せの象徴四葉のク

ローバー。ふと足元を探してみたくなるような心地よく

時を過ごせる仕抜けである。西側には、シンボルツリー

と木を取り囲むベンチ。大学通りとのつながり、北口と

の共通性を持たせる。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

イメージを継承し、駅前

全体が調和したシンプル

なデザインである

三方向に伸びる通りとの

関係を意識しながらも、

これまでのイメージを継

承したシンプルなデザイ

ンで、旧国立駅舎と広場・

円形公園と調和の取れた

時間によって使い方の変

えられる空間となってい

ます。



間瀬　英一郎　　　水木　花

広場の東端に貸出備品倉庫を設置する。倉庫には、広場や

旧国立駅舎で催されるイベントや展示に必要な備品（什器・

器材）を保管し、市民や団体が無償または廉価で借りられ

るようにする。これにより、誰もが備品の自前調達や運び

込みの苦労・コストに困ることがなくなり、広場や旧駅舎

でイベントや展示を催しやすくなる。また、倉庫の西側外

壁をステージ背景やスクリーンとして活用できるように平

滑かつ白色に塗装し、野外ステージや上映会を簡便に催す

ことができるようにする。これにより、これまでの広場活

用では見られなかった文化・芸術を楽しむ人々の姿・風景

が新たに生まれる。

�「備品調達・運搬の問題」を解決し、広場活用の市民参画を促す�

ステージやスクリーンにもなる貸出備品倉庫

アイデアのコンセプト

お名前

総評

倉庫も備えた多様な人が

集まるステージが提案さ

れている

ステージだけでなくスク

リーンなどの備品や機材

を収納できる倉庫が近く

にあり、車椅子でも移動

しやすい多様な人が交流

できる場となっていると

ころが素晴らしいです。



みんなで育てよう、駅からはじまる杜づくり

WAKUWORKS株式会社

みんなで育てよう。えきからはじまる杜づくり。
・目指す空間づくり
　現在の暮らしや景観に合わせながら、１００年前にこの地
にあった武蔵野の森のように優しい緑でまちが守られ、老若
男女、生き物、緑が共生し、各々が深呼吸できる空間を作る。
　
・実現方法
　地中に水と空気を浸透させ、根の呼吸を助ける環境再生の
手法を活用し、一般は市民参加で実施する。　
・その先に目指していること
　国立地域、ひいては武蔵野の自然の再生、地域資源、歴史、
文化のつながり、融和を目指す。

アイデアのコンセプト

お名前

総評

自然との共生のコンセ

プトが明確に提案され

ている

自然との共生というコン

セプトが明確で、周辺の

植生の力を引き出し、グ

リーンインフラとして新

しいまちのあり方が国立

らしいと感じます。


